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【２０００年１月２０日（木）】＊２０１２年１月２０日（金）記

　朝１１時、起床。昨晩は早帰りだったので、今晩こそは朝帰りして、目にものを見せてやると

鼻息荒く４泊目（４５０Ｂ）。

　早いもので不良に転職してもう１０日。もちろん中高生みたいに何も考えず、ただ単にグレて

不良していたわけではない。そんな不良ボケみたいなみっともない真似をさらすか！

　敵を騙すにはまず味方から。昼行灯でまず自分を騙す作戦発動中！　偽装不良化作戦の完璧な

計画を披露すると、１０日くらい不良を気取って時間をやり過ごしたら、にっちもさっちも行か

なくなった状況が勝手にどうにかなるかなと思っていたが、まだまだ早かったみたいだ。

　不良から足を洗って、更生してみたところでやっぱ状況は好転しないようだ。不良も甘くね

えな。

　でも、後４日、つまり合計丸２週間も不良演技を続けて事態を放置したら、さすがにどうに

かなってるっしょ、なんともならなくても４日後の未来の俺がどうにかしてくれるはず。何もし

なくても勝手にステップアップしていく、エスカレーター式の一貫校と同じヤリ口である。

　１２時、すっかり俺の第３の足、第三の足は先客がいると下からクレームが出たので、第四の

足と化したスカイトレインで（１５Ｂ）、紀伊国屋へ行き、『スピリッツ』（１７６Ｂ）を買

って、昼マック（９０Ｂ）。

　別にまた逆ナンオフィスラブを期待しているわけでは決してない。あくまでコレこそが俺の日

常なのだ。本買って、昼マックの流れで、午後を読書で潰す。アレが非日常だったのだ。毎日変

わり映えしない同じことを地味にコツコツひたすら繰り返す。それがお仕事である。

　１７時、日用品（１４０Ｂ）を買って（２０１２年のオレオレ、何の日用品を買ったかの明細

は一切書いてない、トイレットペーパーや石鹸、はぶらし、歯磨き粉、後は洗濯洗剤くらいだ

ろう）、銀行へ行き１万円をバーツに両替３４４４Ｂ。

第四の足で（１５Ｂ）、ホテルに戻る。

　１９時、夕飯は８番ラーメンへ（１０３Ｂ）。

　２１時、もうホテルへ。朝帰りのはずが今宵も夜遊びせず。だって、昼マック、夜８番ラーメ

ンだとなんか体調も快調、気分も自然と盛り上がる。なんと言ってもウンコの出がいいので、夜

遊びもままならない。

　そもそもお金がない。残りの残金は計算面倒臭い。もっと節約しなくては。どう考えても『ス

ピリッツ』なんていらねえじゃん、でも親名義のクレジットカードだし。

　取材に一切関係なしとか言い出したら、ほぼ全部関係ないからね、今んとこ。あ、久しぶりに

聞いたわ、取材って単語。あったあった、大昔にたま〜にやったなあ、懐かしい。

　とまあ、今日は何のイベントもなかったのにちゃんと書けましたね、花丸。と書いたところで

、急に金銭トラブルに巻き込まれた。

　なんとなく小銭を数えていたら、全部床にぶちまけてしまう。慌てて、金策に走り回る。ベッ

トの下を探し、家具の隙間をどかし、汗水流して働いて300バーツをなんとかかき集める。どうだ



、見たか、俺の経営手腕を！

　もう寝なさい。は〜い。２時、就寝（草木も眠るうしみつどき、どうも２０１２年の俺です。

昨日の件（「１９９９年の俺や２０００年の俺が適当に走り書きした日記を、毎日最低限手直し

してアップしているのは１２年後の俺なわけだから、一日も休むことなく皆勤賞中なんですが」

ってのね）、１２年後の俺がたっぷり手を加えた完成版はアッチで絶賛公開中。さて、カウント

ダウン、嵐の前の静けさ、嵐本番まで後４日！）

 
○本日の出費、「計算するのが面倒臭いから、各々で適当にしといてよ」Ｂ。ついでに一日の流

れも「いちいちうっとうしいから誰か簡単にまとめといて」ジャ〜。
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